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本年度は、昨年3月11日の東日本大震災のために、締切を例年より4ヶ月遅

らせて、募集開始9月1日、締切10月31日となった。

応募総数は、震災の影響を心配する向きもあったが、予想以上に多くの応募

があり、応募総数は698件（昨年は642件）となった。締切の遅れた分、応募

数が増え、審査時間は短くなり、審査は年末に慌ただしく行うこととなった。

今年は、応募数ゼロの県が少なかった。これは、リフォームセンター事務局、

マンションリフォーム推進協議会、その他関係者のご尽力の賜物であろう。応

募総数の約3/4が戸建、約1/4が共同建・連続建である。戸建の在来木造が圧倒

的に多く、63％に及び、中でも、いわゆる古民家といわれる経年数の多い住宅

が多かった。その影響は入選作にも築80年以上のものが8点入っているという

形で現れている。これは結果としてそうなったということである。

今年の上位入選作の特徴を一言で云えば、造語的ではあるが、

cointegration（協同統合）ということであろうか。審査では、どれを大臣

賞にするかと迷うほどの力作揃いであった。なにより完成度の高い作品が

多い。国土交通大臣賞は、設計者・施工者・不動産事業者・行政･研究者の

Cooperationであり、住宅金融支援機構理事長賞は、管理組合による耐震改

修と住戸リフォームの組み合わせであり、住宅リフォーム推進協議会会長賞は、

暖冷房の気流と空間設計との一体的計画、かつ、事業者と研究者の協同であり、

住宅リフォーム・紛争処理支援センター理事長賞は、専有部分の改修でありな

がら、管理組合との協同のもとでの住戸リフォームであり、水回り特別賞は、

建築と設備との統合的設計である。

全般に関しては、全体のレベルは、年々確実に上がっている。今年はオーソ

ドックスな作品で、バランス良く安定感があり、好感を持てるものが多かった

が、その反面、飛び抜けた印象を受ける作品が減っている。バランスが良いだ

けでは、上位に残れない傾向が今年はさらに強い。総合力があっても、全体を

そつなく纏める程度では、コンクールに期待される「視点」や「空間性」が希

薄になると、主張が弱いのである。

他方、地域の中堅会社の応募の中には、デザイン・施工精度･コンプライア

ンスなどでも質の高いものが多かった。それぞれの地域での誠実かつ確実な仕

事がレベルを上げてきているという印象である。

性能を意識し、しかも、具体的な性能値の実現を求める作品が増えたのは、

好ましいことである。しかし、性能値を示すだけでなく、そこでの「暮らし」

が見える表現が欲しい。これは、性能に限ることではなく、リフォームを物的

にどこをやりましたという説明よりも、施主の生活の物語性の方が説得力があ

る。

ともあれ、今年も、皆さんの作品を審査させて頂く幸せを感じた次第である。
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